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第１章 計画の策定にあたって 

１ 計画策定の趣旨 

わが国の総人口は、令和２年４月１日現在、約１億２，５９３万人（確定値、総務省統

計局）で、このうち６５歳以上人口（以下、高齢者人口）は約３，６０５万人、総人口に

占める高齢者人口割合（以下、高齢化率）は２８．６％となっており、前年同月に比べて

総人口、１５歳未満人口（以下、年少人口）、１５～６４歳未満人口（以下、生産年齢人口）

とも減少する中、高齢者人口のみが増加しています。 

また、本市における令和２年４月１日現在における高齢化率は２７．６％ですが、令和

７（２０２５）年には２８．７％、令和２２（２０４０）年には３２．６％に達すると見

込まれており、今後も高齢化の進行が予想されることから、高齢者施策の確実な展開が必

要とされています。 

本市では、第７期計画において、団塊世代が７５歳以上になる令和７年（２０２５）年

を目途に、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される体制づくりの実現

を目指し、第６期計画で設定した基本理念「健やかな福祉のまち」と３つの基本方針（「暮

らしやすい福祉のまちを目指して」「健やかで安心した生活を目指して」「共に生きる豊か

な福祉社会を目指して」）を継承し、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けること

ができるよう、地域包括ケアシステムの深化・推進に努めてきました。 

第８期計画においても、第７期計画の基本理念及び基本方針を継承し、地域包括ケアシ

ステムの深化・推進及び地域共生社会の実現を図ります。 
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２ 計画の位置づけ 

本計画は、老人福祉法第２０条の８に規定する「市町村老人福祉計画」及び介護保険法

第１１７条に規定する「市町村介護保険事業計画」を一体のものとして策定しています。 

介護保険事業計画は、国の基本指針に即して計画を定めることとされており、第６期計

画以降の計画は「地域包括ケア計画」と位置づけられ、令和７年（２０２５）年を目途に、

段階的に地域包括ケアシステムを構築することとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一
体
的
に
策
定 

老人福祉計画 

全ての高齢者を対象とした福祉事業全般に関する総合計画 

○すべての高齢者に係る福祉事業の政策目標等 

○高齢者全体の実態及び需要の現状把握 

○介護保険給付対象外サービス供給体制の確立 

○サービス対象者の把握、サービス提供の方策 

【根拠法令】老人福祉法第２０条の８ 

介護保険事業計画 

要介護・要支援高齢者及び要介護・要支援となる恐れの高い

高齢者を対象とした介護サービス等の基盤整備に関する実

施計画 

○介護保険給付対象者及び地域支援事業対象者の個別需要

及び現状把握 

○介護保険給付対象サービス及び地域支援事業の供給体制

の確立 

 ・サービス見込み量の算出とその確保に向けての整備方策等 

 ・サービスの円滑な提供のための事業 

○事業費の見込みに関する事項 

【根拠法令】介護保険法第１１７条 

白岡市高齢者福祉計画・第８期介護保険事業計画 
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本計画は、本市の基本計画である「第５次白岡市総合振興計画」、「白岡市第２期地域福

祉計画」をはじめとする各種の関連計画との整合を図りつつ、まちづくりの基本原則を定

めた「白岡市自治基本条例」（平成２５年１０月１日施行）の趣旨に則り策定するものです。 

また、埼玉県で策定する「埼玉県高齢者支援計画」や、病床の機能分化及び連携の推進

による効率的で質の高い医療提供体制の構築並びに在宅医療・介護の充実等の地域包括ケ

アシステムの構築が一体的に行われるよう、「埼玉県地域保健医療計画」との整合性を図っ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５次白岡市総合振興計画（平成２４～令和３年度） 

まちづくりの将来像：ほっとスマイル しらおか 未来へつながるまち 

健やかな福祉のまち（保健・医療・福祉） 

   
 
 
 
 
 

白
岡
市
第
２
期
地
域
福
祉
計
画 

白岡市高齢者福祉計画・第８期介護保険 
事業計画[令和３～５年度] 

白岡市第５期障害者基本計画 
[平成３０～令和５年度] 

白岡市第６期障害福祉計画・ 
第２期障害児福祉計画[令和３～５年度] 

その他関連する計画 

埼
玉
県
地
域
保
健
医
療
計
画 

等 

埼
玉
県
高
齢
者
支
援
計
画 

埼玉県 

第２期白岡市子ども・子育て支援事業計画
[令和２～６年度] 

第２次白岡市健康増進計画・第２次白岡市
食育推進計画・第１次白岡市自殺対策計画

[令和２～６年度] 

［
令
和
３
～
７
年
度
］ 
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2025（令和 7）年 

団塊世代が 75歳 

<２０２５年までの見通し：地域包括ケアシステムの構築> 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、令和３年度から令和５年度までの３年間とし、老人福祉計画（高齢者

福祉計画）と介護保険事業計画を一体として策定します。 

また、国が示す基本指針においては、第６期介護保険事業計画以後の計画は、団塊の世

代が７５歳以上となる令和７年（２０２５年）に向け、地域包括ケア実現のための方向性

を継承しつつ、在宅医療・介護連携等の取組を推進していくものとされています。そのた

め、本計画では、令和７年（２０２５年）までの中長期的な視野に立ったサービス等の推

計や施策の位置づけが必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第７期計画 

２０１８ 

～２０２０ 

 

(平成３０～ 

令和２年度) 

第８期計画 

２０２１ 

～２０２３ 

 

（令和３～ 

５年度） 

 

第９期計画 

２０２４ 

～２０２６ 

 

(令和６～ 

８年度) 

第６期計画 

２０１５ 

～２０１７ 

 

(平成２５～ 

２９年度) 
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４ 計画策定体制 

４―１ 会議体による検討 

本計画策定にあたっては、医療関係者、保健関係者、福祉関係者及び公募委員等で構成

する白岡市介護保険等運営協議会並びに庁内の関係課で構成する白岡市高齢者福祉事業推

進委員会において、計画策定の議論を進めました。 

 

４－２ 各種調査の実施 

第８期計画策定に向けた基礎資料として、次の６つの調査を実施しました。 

調査期間：令和２年１月９日～１月３１日 

調査の種類 調査対象 配付数 
回収数 

(回収率) 

第１号被保険者調査 

（介護予防・日常生活圏域 

ニーズ調査） 

令和２年１月１日現在で６５歳以上の市

民（要介護１～５の認定を受けていない

方から無作為抽出） 

１，５００票 
１，１０２票 

(７３．５％) 

要支援・要介護認定者 

（在宅者）調査 

４０歳以上の白岡市の介護保険認定者

で、令和２年１月１日現在、要支援・要

介護に認定され、在宅で過ごされている

方（①との重複者は除く） 

１，５５０票 
９２５票 

(５９．７％) 

施設サービス利用者調査 
白岡市の介護保険被保険者で、令和元年

１２月に介護保険施設に入所していた方 
３５１票 

２０５票 

(５８．４％) 

サービス提供事業者 白岡市内のサービス事業者 ４２票 
３１票 

(７３．８％) 

ケアマネジャー調査 
白岡市内の居宅介護支援事業所のケアマ

ネジャー 

４４票 

(１４事業所) 

３３票 

(７５．０％) 

 

調査期間：平成３０年１１月１２日～令和２年１月３１日 

調査の種類 調査対象 対象者 

在宅介護実態調査 

在宅で生活している要支援・要介護認定

者のうち、要支援・要介護認定の更新・

区分変更の認定調査を受けられた方 

４７５人 

 

４－３ パブリック・コメントの実施 
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第２章 高齢者等の現状 

１ 総人口、高齢者人口、世帯数の推移 

 

１－１ 総人口 

人口の推移と将来推計 

高齢者人口の状況は、総人口は横ばいですが、高齢者人口は増加が続き、今後とも高齢

者人口、高齢化率は増加傾向が続く見込みとなっています。 

人数の伸びでみると、平成３０年の前期高齢者（６５～７４歳（以下同様））は７，３７

８人、令和２年は７，３０２人で約０．９９倍、後期高齢者（７５歳以上（以下同様））の

人数は６，５７０人に対して７，１２９人で、約１．０９倍と、後期高齢者の人数の伸び

が大きくなっています。 

高齢者の状況は、高齢化率は増加が続き、今後とも高齢者人口、高齢化率は増加傾向が

続く見込みとなっています。 

 

人口及び高齢化率の推移と将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：住民基本台帳人口（各年１０月１日現在） 平成３０年～令和２年 

：コーホート変化率法による人口推計結果 令和３年～令和２２年 

※  コーホート変化率法：同一コーホート（出生年が同じ人口集団）の２点間における年齢別人口の変化率に基づいて将来人口

を投影する方法（以下同様）  

6,557 6,578 6,566 6,567 6,606 6,560 6,534 5,759 

32,006 31,664 31,378 31,392 31,260 31,210 30,922 
27,543 

7,378 7,239 7,302 7,323 7,043 6,730 6,296 

7,211 

6,570 6,956 7,179 7,299 7,704 8,117 8,787 
8,874 

52,511 52,437 52,425 52,581 52,613 52,617 52,539 
49,387 
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高齢者人口の年齢別構成比をみると、前期高齢者が後期高齢者を上回っていますが、前

期高齢者が緩やかに減少している一方で後期高齢者は増加しており、将来には前期高齢者

と後期高齢者の割合が逆転することが予想されます。 

令和２（２０２０）年は、前期高齢者が後期高齢者を上回る状況でしたが、令和４（２

０２２）年以降は、後期高齢者が前期高齢者を上回っています。人数の伸びでみると、令

和２２（２０４０）年の前期高齢者は７，２１１人で令和２（２０２０）年と比べて約１

００人減少で、ほとんど変わっていませんが、後期高齢者の人数は８，８７４人、約１．

２倍増と、後期高齢者の人数の伸びが大きくなっています。 

 

人口構成比の推移と将来推計（年齢別構成比） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：住民基本台帳人口（各年１０月１日現在） 平成３０年～令和２年 

：コーホート変化率法による人口推計結果 令和３年～令和２２年 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

推計 
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１－２ 高齢者人口 

高齢化率の推移と将来推計 

高齢化率は平成３０（２０１８）年の２６．６％から令和２（２０２０）年の２７．６％

と１．０ポイント増加しています。 

平成３０（２０１８）年には前期高齢者の高齢化率が１４．１％、後期高齢者が１２．

５％と前期高齢者が１．６ポイント上回っていましたが、前期高齢者高齢化率は減少する

一方で後期高齢者高齢化率は増加しており、令和２（２０２０）年には前期高齢者の高齢

化率が１３．９％、後期高齢者が１３．７％と差が０．２ポイントに縮まっています。 

前期高齢者の高齢化率が令和２（２０２０）年の１３．９％から令和２２（２０４０）

年の１４．６％と０．７ポイント増に対して、後期高齢者は令和２（２０２０）年の１３．

７％から令和２２（２０４０）年の１８．０％と４．３ポイント増と、後期高齢者の齢化

率増加割合は前期高齢者と比べて大きくなっています。 

 

高齢化率の推移と将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：住民基本台帳人口（各年１０月１日現在） 平成３０年～令和２年 

：コーホート変化率法による人口推計結果 令和３年～令和２２年 

 

 

  

推計 
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 平成 

30年 

令和 

元年 

令和 

２年 

令和 

３年 

令和 

４年 

令和 

５年 

令和 

７年 

令和 

22年 

       単位：（％） 
高齢化率(％) ２６．６ ２７．１ ２７．６ ２７．８ ２８．０ ２８．２ ２８．７ ３２．６ 

高齢化率(前期高齢者) １４．１ １３．８ １３．９ １３．９ １３．４ １２．８ １２．０ １４．６ 

高齢化率(後期高齢者) １２．５ １３．３ １３．７ １３．９ １４．６ １５．４ １６．７ １８．０ 

       単位：（人） 
高齢者人口(人) １３，９４８ １４，１９５ １４，４８１ １４，６２２ １４，７４７ １４，８４７ １５，０８３ １６，０８５ 

高齢者人口（前期高齢者） ７，３７８ ７，２３９ ７，３０２ ７，３２３ ７，０４３ ６，７３０ ６，２９６ ７，２１１ 

高齢者人口（後期高齢者） ６，５７０ ６，９５６ ７，１７９ ７，２９９ ７，７０４ ８，１１７ ８，７８７ ８，８７４ 

 

出典：住民基本台帳人口（各年１０月１日現在） 平成３０年～令和２年 

：コーホート変化率法による人口推計結果 令和３年～令和２２年 
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１－３ 世帯数 

世帯の状況 埼玉県・全国平均との比較 

本市の高齢者のいる世帯は、平成１２年の国勢調査では２８．１％でしたが、平成２７

年では４２．８％を示しています。 

また、高齢者のひとり暮らし世帯は平成１２年の国勢調査では２．７％でしたが、平成

２７年には約３倍に増加し、７．６％でした。 

高齢者夫婦のみの世帯の割合は、平成１２年の国勢調査によると４．４％でしたが、平

成２７年では１３．６％を示しています。 

 

（１）高齢者のいる世帯          （２）高齢者のひとり暮らし世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高齢者夫婦のみの世帯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：総務省「国勢調査」 
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２ 介護保険事業の運営状況 

令和２（２０２０）年１０月１日時点の、要支援・要介護認定者数は２，０３０人とな

っており、平成３０（２０１８）年の１，９２９人の約１．０５倍に増加しています。今

後とも増加が見込まれ、令和７（２０２５）年には２，３９７人、令和２２（２０４０）

年には３，２７９人と予測されます。 

 

■要支援・要介護認定者数の推移と将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：厚生労働省 介護保険事業状況報告月報（各年１０月１日現在） 平成３０年～令和２年 

第８期介護保険事業（支援）計画策定に向けたワークシートより推計 令和３年～令和２２年 
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前期・後期別の認定者数をみると、令和２（２０２０）年１０月１日時点の前期高齢者

２３１人、後期高齢者１，７５０人となっており、後期高齢者が全体の８８．３％を占め

ています。前期・後期別の認定率の推移は、前期高齢者は３％前後で推移、後期高齢者は

２５％前後で推移していますが、令和２２（２０４０）年には後期高齢者の認定率が３４．

２％まで増加すると推計されています。 

 

■前期・後期別の認定者数と認定率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   認定率＝認定者数/第１号被保険者数（令和３年～令和22年は高齢者人口）とした。 

出典：厚生労働省 介護保険事業状況報告月報（各年１０月１日現在） 
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認定率の推移をみると、令和２（２０２０）年３月末時点で、全国１８．８％、埼玉県

１５．８％、白岡市１４．１％となっており、白岡市は全国、埼玉県を下回る形で推移し

ています。 

 

■認定率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   認定率＝認定者数/第１号被保険者数とした。 

出典：厚生労働省 介護保険事業状況報告月報（各年３月末） 
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白岡市 埼玉県 全国

（％）



第２章 高齢者等の現状 

16 

３ 調査結果 

 

１ 第１号被保険者調査（介護予防・日常生活圏域ニーズ調査）回答者総数：１，１０２人 

◆家族構成 

 

 

 

◆介護・介助の必要性 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

1人暮らし 135 12 .3% 65 13.4% 67 11.1% 3 20.0%

夫婦2人暮らし （配偶者 65歳以上） 493 44 .7% 216 44.6% 274 45.4% 3 20.0%

夫婦2人暮らし （配偶者 64歳以下） 58 5 .3% 26 5.4% 32 5.3% 0 0.0%

息子・娘との 2世帯 188 17 .1% 84 17.4% 104 17.2% 0 0.0%

その他 209 19 .0% 88 18.2% 121 20.1% 0 0.0%

無回答 19 1 .7% 5 1.0% 5 0.8% 9 60.0%

合計 1102 100 .0% 484 100.0% 603 100.0% 15 100.0%

全体 日勝圏域 圏域不明篠津・大山圏域

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

介護・介助は 必要ない 940 85 .3% 430 88.8% 507 84.1% 3 20.0%

何らかの介護・介助は必要だが現在受けていな
い

81 7 .4% 25 5.2% 55 9.1% 1 6.7%

現在、何らかの介護を受けている（介護認定など
を受けずに家族などの介護を受けている場合も
含む）

59 5 .4% 27 5.6% 32 5.3% 0 0.0%

無回答 22 2 .0% 2 0.4% 9 1.5% 11 73.3%

合計 1 ,102 100 .0% 484 100.0% 603 100.0% 15 100.0%

全体 日勝圏域 篠津・大山圏域 圏域不明



第２章 高齢者等の現状 

17 

◆地域づくりへ参加者としての参加意向 

 

 

◆地域づくりへ運営・企画者（お世話役）としての参加意向 

 

 

 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

是非参加したい 97 8 .8% 34 7.0% 63 10.4% 0 0.0%

参加しても良い 537 48 .7% 248 51.2% 282 46.8% 7 46.7%

参加したくない 352 31 .9% 159 32.9% 189 31.3% 4 26.7%

既に参加している 72 6 .5% 24 5.0% 46 7.6% 2 13.3%

無回答 44 4 .0% 19 3.9% 23 3.8% 2 13.3%

合計 1 ,102 100 .0% 484 100.0% 603 100.0% 15 100.0%

圏域不明篠津・大山圏域日勝圏域全体

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

是非参加したい 43 3 .9% 17 3.5% 25 4.1% 1 6.7%

参加しても良い 355 32 .2% 156 32.2% 195 32.3% 4 26.7%

参加したくない 616 55 .9% 274 56.6% 335 55.6% 7 46.7%

既に参加している 38 3 .4% 17 3.5% 21 3.5% 0 0.0%

無回答 50 4 .5% 20 4.1% 27 4.5% 3 20.0%

合計 1 ,102 100 .0% 484 100.0% 603 100.0% 15 100.0%

全体 日勝圏域 篠津・大山圏域 圏域不明



第２章 高齢者等の現状 

18 

◆高齢者の状態 

 
 

◆介護予防のための通いの場（筋トレや体操、お茶のみ会など）の参加頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.6 

7.7 

7.4 

5.2 

3.9 

69.1 

4.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

週４回以上

週２～３回

週１回

月１～３回

年に数回

参加していない

無回答

（％）
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◆介護予防のために参加したい講座 

 
 

 

◆認知症の相談窓口を知っているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい

20.0%

いいえ

76.3%

無回答

3.7%

25.6 

20.8 

16.6 

16.5 

16.1 

14.4 

8.5 

4.3 

0.5 

22.2 

7.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

体操・運動

健康管理

頭の体操・脳トレ

ウォーキング

趣味

食生活や料理

スポーツ

農作業

その他

特にない

無回答

（％）
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◆地域包括支援センターの周知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆介護の意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな仕事を

している所かは、

だいたい知っている

27.7%

名前くらいは聞いたことはある

38.2%

知らない

31.6%

無回答

2.5%

自宅で介護を

受けたい

38.6%

老人ホームなどに入所したい

23.6%

わからない

36.5%

無回答

1.4%
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２ 要支援・要介護認定者（在宅者）調査 回答者総数：９２５人 

 

◆家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主な介護者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１人暮らし

20.9%

夫婦のみの

世帯

25.4%

その他の世帯

50.6%

無回答

3.1%

39.6 

33.1 

7.2 

2.3 

0.1 

1.2 

1.7 

4.5 

10.3 

0.0 20.0 40.0 60.0

子

配偶者

子の配偶者

兄弟・姉妹

孫

その他の親族

その他

介護者はいない

無回答

（％）
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◆認知症の診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆医療と介護の連携についてどのように考えるか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

診断されている

27.1%

診断されていない

69.9%

無回答

2.9%

57.8 

45.9 

17.1 

13.2 

13.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自宅で必要な医療行為や

介護が受けられると

いいと思う

入院した場合、退院後自宅

に戻ってから通院が難しく

なると困る

大きな病院にしかかかったこと

がなく、近所にどのような

医師がいるかよくわからない

介護ヘルパーには医療的な

処置があまりできないと

聞いており、不安に思う

無回答

（％）
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３ 施設サービス利用者調査 回答者総数：２０５人 

 

◆年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆入所している施設の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.4 

3.4 

5.4 

9.8 

19.0 

25.4 

32.7 

2.0 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

40～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

（％）

介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム）

69.8%
介護老人保健施設

（老人保健施設）

25.9%

介護療養型医療施設

1.5%

介護医療院

0.0%
無回答

2.9%
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４ サービス提供事業者調査 回答者総数：３１人 

 

◆参入意向希望のサービス 

 

事業展開について、「規模拡大」と回答した事業者は、『訪問介護』で４件、『居宅介護支

援』と『訪問介護（総合事業）』、『通所介護（総合事業）』でそれぞれ３件でした。 

また、「新規」は、『訪問看護』、『介護予防訪問看護』、『定期巡回・随時対応型訪問介護

看護』、『小規模多機能型居宅介護』、『看護小規模多機能型居宅介護（複合型サービス）』、

『通所型サービスＡ』、『住宅型有料老人ホーム』で、それぞれ１件ありました。 

 

◆運営上の問題点や課題 

 

個別のサービスや運営全般などで、人材確保の難しさや人手不足といった内容が比較的

多くみられました。また、書類の多さなどによる業務時間の長さなど、サービス提供以外

の内容も問題点として挙げられていました。 

 

 

５ ケアマネジャー調査 回答者総数：３３人 

 

◆不足していると感じるサービス 
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◆介護保険・福祉サービス以外で必要な手助け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

81.8 

36.4 

33.3 

21.2 

21.2 

21.2 

18.2 

15.2 

15.2 

12.1 

12.1 

6.1 

3.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

病院の付き添い

ちょっとした外出の

付き添い

ちょっとした食料品の

買い物

日用品の買い物

住まいの手入れ

見守り

散歩の付き添い

家電製品などの買い物

ごみ出し

庭の草刈り

話し相手

日常生活の気軽な相談

趣味の相手

その他

特に必要ない

無回答

（％）
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◆ケアマネジャー活動で感じる問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.6 

36.4 

36.4 

21.2 

15.2 

9.1 

6.1 

6.1 

6.1 

6.1 

3.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0.0 

15.2 

0.0 

6.1 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

介護保険以外のサービスが

少ない

提供できる介護保険サービス

が少ない

主治医との連携が足りない

利用申込みが少ない

家族との調整がうまくいかない

ケアプラン作成に時間が

かかり過ぎる

民生委員との連携が足りない

行政との連携が足りない

サービス担当者会議の時間

がとれない

情報不足

事業者間の連携が足りない

給付管理業務に時間が

かかり過ぎる

利用申込みが多過ぎる

苦情が多い

限度額内では対応できない

その他

特にない

無回答

（％）
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◆医療連携の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆虐待が疑われるケースの有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十分に連携は

取れている

0.0%

ある程度

連携は

取れている

57.6%

あまり連携は

取れていない

33.3%

まったく連携は

取れていない

0.0%

どちらともいえない

3.0%

無回答

6.1%

ある

21.2%

ない

72.7%

無回答

6.1%
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６ 在宅介護実態調査 

 

在宅介護実態調査報告書「１ 在宅限界点の向上のための支援・サービスの提供体制の

検討」の「１．３ 考察」から一部抜粋 

 

 「サービスの利用回数」と「施設等検討の状況」の関係から、訪問系サービスを頻回に

利用している方は、訪問系サービスを利用していない方に対して、「施設等を検討していな

い」との回答が若干多くなる傾向がみられました。 

 

サービス利用回数と施設等検討の状況（訪問系、要介護３以上） 

 

サービス利用回数と施設等検討の状況（訪問系、認知症Ⅲ以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.4%

76.2%

80.0%

28.2%

14.3%

10.0%

2.4%

9.5%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系_0回(n=85)

訪問系_1～14回(n=21)

訪問系_15回以上(n=10)

検討していない 検討中 申請済み

69.0%

72.7%

71.4%

28.6%

27.3%

14.3%

2.4%

0.0%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

訪問系_0回(n=84)

訪問系_1～14回(n=11)

訪問系_15回以上(n=7)

検討していない 検討中 申請済み
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また、訪問系サービスを頻回に利用しているケースでは、「認知症状への対応」に係る介

護者不安が軽減される傾向もみられました。 

 

サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、要介護３以上） 

 

 

 

25.3%

33.7%

7.2%

27.7%

14.5%

14.5%

13.3%

15.7%

22.9%

48.2%

3.6%

15.7%

9.6%

14.5%

8.4%

7.2%

1.2%

35.0%

35.0%

35.0%

40.0%

10.0%

20.0%

35.0%

25.0%

5.0%

25.0%

5.0%

40.0%

30.0%

20.0%

35.0%

0.0%

0.0%

27.3%

45.5%

9.1%

18.2%

9.1%

18.2%

27.3%

27.3%

9.1%

18.2%

0.0%

18.2%

18.2%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

0% 20% 40% 60%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）<+>

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）<+>

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=83) 訪問系_1～14回(n=20) 訪問系_15回以上(n=11)
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サービス利用回数別・介護者が不安を感じる介護（訪問系、認知症Ⅲ以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.6%

32.6%

7.0%

25.6%

18.6%

17.4%

11.6%

20.9%

27.9%

64.0%

3.5%

19.8%

15.1%

16.3%

10.5%

3.5%

2.3%

10.0%

30.0%

10.0%

40.0%

10.0%

10.0%

30.0%

10.0%

10.0%

50.0%

0.0%

40.0%

40.0%

20.0%

20.0%

0.0%

0.0%

28.6%

42.9%

14.3%

14.3%

42.9%

28.6%

0.0%

14.3%

28.6%

28.6%

0.0%

28.6%

42.9%

28.6%

14.3%

0.0%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

訪問系_0回(n=86) 訪問系_1～14回(n=10) 訪問系_15回以上(n=7)
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したがって、多頻度の訪問系サービスの利用を軸としながら、介護者の負担を軽減する

レスパイト機能をもつ通所系・短期系サービスを組み合わせて利用していくことが、在宅

限界点の向上に寄与すると考えられます。 

このような多頻度の訪問系サービスの提供を実現するためには、定期巡回・随時対応型

訪問介護看護の整備を進めていくことが効果的であると考えられます。 

以上のような考えのもと、具体的な取組としては、「通いを中心とした包括的サービス拠

点」として小規模多機能型居宅介護（もしくは看護小規模多機能型居宅介護）の整備を進

めていくとともに、「訪問介護・看護の包括的サービス拠点」として、定期巡回・随時対応

型訪問介護看護の整備を進めていくことなどが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第２章 高齢者等の現状 

32 

調査結果からみえる課題 

 

１ 介護予防・通いの場について 

  介護予防のための通いの場（筋トレや体操、お茶のみ会等）で週１回以上の参加割合

は１７．７％、参加していない人の割合６９．１％となっています。 

  介護予防や健康づくりのために参加してみたい講座や教室については、「体操・運動」

が２５．６％となっています。 

  外出の機会や他者との交流が少なくなると運動機能や認知機能の低下を招いてしまう

ため、筋トレや体操など介護予防に資する事業や通いの場の周知、参加促進が重要です。 

 

２ 認知症施策について 

第１号被保険者調査では、認知症リスクのある高齢者は、全体で４５．１％となって

います。また、要支援・要介護認定者（在宅）調査では、認知症と診断されていると回

答したかたは、２７．１％となっています。 

  今後、認知症の人が増加することが予想されていることから、認知症に関する正しい

知識と理解を広め、認知症になってもできる限り住み慣れた地域のよい環境で自分らし

く暮らし続けることができる社会の実現を目指すことが重要です。 

 

３ 介護保険サービスの充実について 

  在宅介護実態調査では、在宅限界点の向上のために、小規模多機能型居宅介護や看護

小規模多機能型居宅介護、定期巡回・随時対応型訪問介護看護の整備が考えられるとの

考察結果が導き出されました。 

  高齢者の適切な在宅生活の継続のためには、これらのサービスを整備することが重要

です。 

 

４ 地域づくりの参加について 

  地域づくりの活動への参加意向で「是非参加したい」「参加してもよい」という前向き

な回答は、「参加者」としては５７．５％、「お世話役」としては３６．１％となってい

ます。 

  人や社会とのつながりの促進、地域づくりの活動への潜在的需要があることから、こ

れらの方を活動につなげるための情報提供や機会の提供、声かけなどの対応が重要です。 

 

５ 介護人材の確保及び介護職員の負担軽減について 

  サービス提供事業者調査では、運営上の問題点や課題として、人材確保の難しさや人

手不足、書類の多さによる業務時間の長さが挙げられていました。 

 持続可能な制度の構築のためには、介護人材の確保や、介護分野の文書の削減等を行

うことが重要です。 
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第３章 計画の基本的な考え方 

１ 基本理念と基本方針 

（基本理念、基本目標、施策体系図） 

１－１ 基本理念と基本方針 

（１）基本理念 

 

 

 

ひとり暮らしや高齢夫婦のみ世帯の増加、認認介護（介護をする人もされる人もい

ずれも認知症を患っているケース）、老老介護（高齢者が高齢者の介護をすること）、

認知症高齢者の増加等、ここ１０年急速に加速してきた高齢化の波と共に、本市の高

齢者を取り巻く環境も大きく変化を続ける中、介護保険制度や各種社会保障制度の適

正な運営に努めるとともに、すべての市民が住み慣れた地域で健康を保持し、安心し

て暮らせるよう、さまざまな施策を展開してきました。 

これからも高齢者施策を継続的に推進していくため、第７期計画の基本理念と基本

方針を発展的に継承して、「健やかな福祉のまち」を基本理念として掲げます。団塊の

世代が７５歳以上となる令和７年(２０２５)年に向け、高齢者が要介護状態となって

も住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、地域包括ケアシス

テムの深化・推進を図ります。 

 

（２）基本方針 

 

 

高齢者が快適に暮らせるよう、高齢者の視点を取り入れたまちづくりや住まいづ

くりを導入します。 

 

 

高齢者が家庭や地域において健やかで安心した日常生活が送れるよう、福祉サー

ビス等の質の向上を図ります。 

 

 

高齢者をはじめ、すべての市民が共に長寿を喜び合い、住み慣れた地域で住み続

けられるよう、すべての市民が共につくり、共に支えあう福祉社会づくりを推進し

ます。 

健やかな福祉のまち 

方針２ 健やかで安心した生活を目指して 

方針３ 共に生きる豊かな福祉社会を目指して 

方針１ 暮らしやすい福祉のまちを目指して 
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１－２ 基本目標 

基本理念の実現を目指し、以下の６つの目標のもと、各種施策を展開していきます。 

 

 

 

高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を続けられるよう、地域の多様な支える力

を活用しながら生活支援や介護予防の取組を充実させるとともに、介護と医療の連携等

を推進します。また、地域包括支援センターの機能強化を図ります。 

 

 

 

いつまでも健やかで安心した生活が送れるよう、福祉サービスの充実を図ります。 

 

 

 

在宅介護サービス、施設介護サービスの質の向上を促進します。 

 

 

 

高齢者が健やかで主体的に輝く人生を送ることができるよう、健康づくり、生涯学習、

生涯スポーツ、就労、趣味、世代間交流活動等を推進します。 

 

 

 

情報提供や相談体制、地域で支え合う体制を充実し、一人一人の権利が守られた、安

心して暮らせる環境づくりに努めます。 

 

 

 

福祉の心を育成する福祉教育、福祉学習の充実を図るとともに、高齢者にやさしいま

ちづくりを行政と市民との協働の中で推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

目標１：地域包括ケアシステムの深化 

目標２：福祉サービスの充実 

目標３：介護保険サービスの充実 

目標４：健康、社会参加と生きがいづくり 

目標５：安心と安全の環境づくり 

目標６：福祉のまちづくり 
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１－３ 施策体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 高齢者の生きがいづくりや 

機会の提供 

２ 社会参加の促進 

３ 健康づくりの推進 

１ 情報提供・相談体制の充実 

２ 虐待防止と権利擁護の推進 

３ 安心・安全のまちづくり 

１．地域包括ケア 
システムの深化 

４．健康、社会参加と 
生きがいづくり 

１ 介護予防・生活支援 

サービス事業の推進 

２ 一般介護予防事業の推進 

３ 地域包括支援センターの 

機能強化 

４ 在宅医療・介護連携の推進 

５ 認知症施策の推進 

６ 生活支援体制整備の推進 

７ 家族介護支援事業の推進 

８ その他の事業の推進 

１ 福祉の心の育成と 

ボランティア活動の促進 

２ 快適な生活環境の整備 

５．安心と安全の環境
づくり 

基本理念 

６．福祉のまちづくり 

基本方針 基本目標 施策の方向 

健
や
か
な
福
祉
の
ま
ち 

 

２
．
健
や
か
で
安
心
し
た 

生
活
を
目
指
し
て 

３
．
共
に
生
き
る
豊
か
な 

福
祉
社
会
を
目
指
し
て 

２．福祉サービスの 
充実 

１ 居宅生活支援の充実 

２ 福祉施設の展開 

３．介護保険サービス
の充実 

１
．
暮
ら
し
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
を
目
指
し
て 

１ 地域密着型サービスの 

施設等の整備見込み 

２ 介護保険施設等の設置状況 
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２ 日常生活圏域の設定 

 本市は、関東平野の中ほど、東京都心まで約４０kmであり、埼玉県の東部に位置し、さ

いたま市及び春日部市、蓮田市、久喜市、宮代町とそれぞれ接しています。総面積は２４．

９２㎢、東西９．８km、南北６．０kmと東西に長い市域で、ほとんどが平たん部となって

います。 

 

 日常生活圏域とは、介護保険事業の中で、高齢者にとって身近な支援体制を整備するた

めに、地理的条件、人口、交通事事情、その他社会的条件、介護保険施設の整備状況等を

総合的に勘案し、市町村という行政区域の中のサービスエリアとして定めるものです。 

 本市では、地理的条件やサービス提供の状況、施設の位置等から、市内に２圏域を設定

し、地域に根ざした支援体制の確立に努めてきました。第８期計画でもこれまでの２圏域

を継承します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日勝圏域 岡泉、実ケ谷、千駄野、小久喜、上野田、下野田、爪田ケ谷、太田新井、彦兵衛 

篠津・大山圏域 篠津、野牛、高岩、新白岡、寺塚、白岡、白岡東、西、柴山、荒井新田、下大崎 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各論 
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第４章 地域包括ケアシステムの深化 

 

「地域包括ケアシステム」とは、団塊の世代が７５歳以上となる２０２５（令和７）年

を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後

まで続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が日常生活の場で途

切れることなく提供できる地域での体制づくりをいいます。 

高齢化の進展状況には大きな地域差が生じており、地域包括ケアシステムは、保険者で

ある市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の特性に応じてつくりあ

げていくことが必要です。 
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【地域支援事業】  

地域支援事業は、介護予防・日常生活支援総合事業、包括的支援事業、任意事業の３事

業を実施しています。 

 

 

 

 

 

【介護予防・日常生活支援総合事業】  

本事業では、住民等の多様な主体が参画し多様なサービスを充実することで、被保険者

が要介護状態等となることの予防又は要介護状態の重度化防止及び地域における自立支援

のための施策を総合的かつ一体的に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

訪問型サービス 

（第１号訪問事業） 

・現行の訪問 

介護相当 

（専門的 

サービス） 

・多様な 

サービス 

訪問介護 

訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービス） 

訪問型サービスＢ（住民主体による支援） 

訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス） 

訪問型サービスＤ（移動支援） 

その他の生活支援サービス 

（第１号生活支援事業） 

栄養改善を目的とした配食 

住民ボランティア等が行う見守り 

訪問型サービス・通所型サービスに準じる自立 

型支援に資する生活支援（訪問型サービス・ 

通所型サービスの一体的提供等） 

介護予防ケアマネジメント 

（第１号介護予防支援事業） 

介護予防把握事業 

介護予防普及啓発事業 

地域介護予防活動支援事業 

地域リハビリテーション活動支援事業 

一般介護予防事業評価事業 

通所型サービス 

（第１号通所事業） 

・現行の通所 

介護相当 

（専門的 

サービス） 

・多様な 

サービス 

通所介護 

通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス） 

通所型サービスＢ（住民主体による支援） 

通所型サービスＣ（短期集中予防サービス） 

介護予防・

日常生活支

援総合事業 

介護予防・生活支

援サービス事業 

（サービス事業） 

一般介護予防事業 

【対象者】 

（従来の要支援者） 

・要支援認定を受けた者

（要支援者） 

・基本チェックリスト該

当者 

（介護予防・生活支援

サービス事業対象者） 

【対象者】 

・第１号被保険者のすべての者 

・その支援のための活動に関わる者 

地域支援事業 包括的支援事業 

介護予防・日常生活支援総合事業 

任意事業 
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【包括的支援事業】  

包括的支援事業は、被保険者が要介護状態等となることを予防するとともに、要介護状

態等となった場合においても、可能な限り、地域において自立した日常生活を営むことが

できるように支援するための事業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【任意事業】  

任意事業は、必要に応じ、各自治体の判断で実施する事業です。 

 

 

 

 

 

  

包括的支援事業 

地域包括支援センターの運営 

介護予防ケアマネジメント業務 

総合相談支援業務 

権利擁護業務 

地域ケア会議 

包括的・継続的ケアマネジメント業務 

認知症初期集中支援チームの設置 

認知症地域支援推進員の配置 

認知症ケアパスの普及 

認知症高齢者声かけ模擬訓練 

認知症カフェの運営支援 

在宅医療・介護連携推進事業 

認知症総合支援事業 

生活支援体制整備事業 

認知症高齢者見守り事業 

（高齢者見守り支援ネットワーク） 

はいかい高齢者等家族支援事業 

紙おむつ給付事業 

任意事業 

その他の事業 

家族介護支援事業 

介護給付費適正化事業 

成年後見制度利用支援事業 

配食サービス事業 

認知症サポーター養成講座 
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１ 介護予防・生活支援サービス事業の推進 

要介護認定を受けた方や基本チェックリストで該当とされた方を対象に、介護予防ケア

マネジメントをもとに、訪問型サービスや通所型サービス等を提供します。 

 

① 訪問介護 

【現状】 

ホームヘルパーが要支援者等の居宅を訪問し、入浴、食事等の身体介護や生活援助を行

っています。 

【今後の方向】 

引き続き、要支援者等に対するサービスとして実施していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 ７２９ ６８８ ７１６ ７１６ ７４４ ７７４ 

 

 

② 訪問型サービスＡ（緩和した基準によるサービス） 

【現状】 

市独自の基準により実施しているサービスで、要支援者等の居宅を訪問し、調理、掃除、

ごみ出し等の生活援助を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、多様な主体（民間企業・住民・ＮＰＯ団体等）の参画による支援体制を構築

し、要支援者等の状態に適した効果的かつ効率的なサービス提供を行えるようにしていき

ます。また、ケアマネジャーに周知等して、利用推進を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 １１ １２ １２ １２ １３ １３ 
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③ 通所介護 

【現状】 

デイサービスセンターに要支援者等が通所し、入浴、食事等の介護等の日常生活上の支

援及び機能訓練を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、要支援者等に対するサービスとして実施していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 １,３３２ １,４１５ １,４７２ １,４７２ １,５３０ １,５９２ 

 

 

④ 通所型サービスＡ（緩和した基準によるサービス） 

【現状】 

市独自の基準により実施しているサービスで、要支援者等が通所し、ミニデイサービス、

レクリエーション活動等の閉じこもり予防や自立支援を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、多様な主体（民間企業・住民・ＮＰＯ団体等）の参画による支援体制を構築

し、要支援者等の状態に適した効果的かつ効率的なサービス提供を行えるようにしていき

ます。 

また、ケアマネジャーに周知等して、利用推進を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 ２０１ ２９８ ３１０ ３１０ ３２２ ３３５ 
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⑤ 通所型サービスＣ（短期集中予防サービス） 

【現状】 

高齢者の自立支援及び要介護状態の重度化防止に向け、専門職（理学療法士・歯科衛生

士・管理栄養士）による短期・集中的に運動機能の訓練、栄養改善及び口腔機能向上を目

的としたプログラムとして「いきいきアップ教室」を開催しています。 

【今後の方向】 

サービスの提供を継続するとともに、サービス終了後も地域の通いの場等への参加に結

びつくよう、関係機関と連携していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 ５５ ４８  ５６ ５８ ６０ 

                     

 

⑥ 介護予防ケアマネジメント 

【現状】 

自立支援及び重度化防止を目的として、要支援者及び基本チェックリストによる事業対

象者に対して、その心身の状況、置かれている環境その他の状況に応じて、訪問型サービ

ス、通所型サービス、その他生活支援サービス等が包括的かつ効率的に提供されるよう援

助を行っています。 

【今後の方向】 

高齢者自身が地域における自立した日常生活を送ることができるよう適切なアセスメン

トを実施し、利用者の状況を踏まえて設定した目標を達成するために必要な介護予防・生

活支援サービス事業等を利用していく介護予防計画を作成していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用者数 １,４１９ １,４９１ １,３４３ １,４０３ １,４６０ １,５１９ 
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２ 一般介護予防事業の推進 

機能回復訓練の実施だけではなく、住民運営の通いの場を充実させ、人と人とのつなが

りを通じて、参加者や通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを推進します。 

 

① 介護予防普及啓発事業 

【現状】 

高齢者の介護予防・フレイル対策を推進するため、専門職による運動、栄養及び口腔等

に係る介護予防教室として「シニア元気アップ教室」を開催しています。 

トレーニングマシンを用いた筋力向上トレーニングや直径２０ｃｍほどの柔らかい球体

を用いた健だま運動を行っています。 

また、「シニア元気アップ教室」修了者に対し、運動継続化・習慣化を目的としたフォロ

ーアップ事業（フリートレーニング）を実施しています。 

この事業の実施により、健康寿命を延伸し、平均寿命との差の縮小させる効果が期待で

きます。 

【今後の方向】 

引き続き、運動、栄養、口腔のプログラムのほか、脳トレ等を行い、内容の充実化を図

っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

シニア元気アップ 
教室参加者数 

１４０ １４２  １８０ １８０ １８０ 

フォローアップ事業
参加者数 

（筋力向上トレーニング） 

３１，８１３ ２８，６５２  ３０，０００ ３１，０００ ３２，０００ 

フォローアップ事業
参加者数 

（健だま運動） 
４，１１２ ３，１５２  ３，０００ ３，２００ ３，４００ 
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② 地域介護予防活動支援事業 

【現状】 

介護予防ボランティア（健だま運動指導員・トレーニングサポーター）の養成及びスキ

ルアップを目的とした研修を開催しています。 

また、市で養成した健だま運動指導員を講師役として地域や施設等へ派遣し、健だま運

動の普及を図るとともに、地域で自発的に健だま運動を行えるよう活動を支援しています。 

【今後の方向】 

引き続き、介護予防ボランティアの養成等を行い、地域で活動している住民主体の団体

に対する支援をしていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

健だま運動指導員 
研修参加者数 

９０ ３５  － ３５ － 

トレーニング 
サポーター養成研修 

参加者数 
－ （中止） － ２０ － ２５ 

健だま運動指導員 
派遣回数 

２ ８  ８ １０ １２ 

 

 

③ 地域リハビリテーション活動支援事業 

【現状】 

高齢者の介護予防を推進するため、市内において住民主体で活動している団体にリハビ

リテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）を派遣し、介護予防のた

めのトレーニング及び技術的助言をする「白岡市地域はつらつ応援事業」を実施していま

す。 

【今後の方向】 

引き続き、住民団体への周知啓発を行い、リハビリテーション関係機関と調整し、地域

における介護予防を支援していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

派遣回数 ７ １０  １０ １２ １４ 
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３ 地域包括支援センターの機能強化 

地域包括支援センターは、地域の高齢者の暮らしや健康等を総合的に支援する機関とし

て、圏域ごとに１か所ずつ設置されています。 

以下に掲げる事業のほか、在宅医療・介護連携推進事業への協力、認知症カフェの実施、

認知症初期集中支援チームとの連携、はいかい高齢者声かけ模擬訓練の実施、生活支援体

制整備協議体への出席、配食サービス事業の調査等を実施しています。 

 

 

① 介護予防ケアマネジメント業務 

【現状】 

自立支援及び重度化防止を目的として、要支援者及び基本チェックリストによる事業対

象者に対して、その心身の状況、置かれている環境その他の状況に応じて、訪問型サービ

ス、通所型サービス、その他生活支援サービス等が包括的かつ効率的に提供されるよう援

助を行っています。 

【今後の方向】 

高齢者自身が地域における自立した日常生活を送ることができるよう適切なアセスメン

トを実施し、利用者の状況を踏まえて設定した目標を達成するために必要な介護予防・生

活支援サービス事業等を利用していく介護予防計画を作成していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

介護予防支援 

（延利用者数） 
２,０９４ ２,０６５ ２,０２６ ２,０２６ ２,１０７ ２,１９２ 

介護予防ケアマネジメント 

（延利用者数） 
１,４１９ １,５１５ １,３５２ １,４１２ １,４６９ １,５２８ 
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② 総合相談支援業務 

【現状】 

高齢者が住み慣れた地域で安心してその人らしい生活を継続できるよう、地域における

関係者とのネットワークを構築するとともに、高齢者の心身の状態や生活の実態、必要な

支援等を幅広く把握し、相談を受け、地域における適切な保健・医療・福祉サービス等の

利用につなげる支援をしています。 

【今後の方向】 

引き続き、関係機関と連携するとともに、相談支援体制を整備していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

相談件数 １，９２５ １，８１７ １，８４０ １，８８０ １，９２０ １，９６０ 

 

 

③ 権利擁護業務 

【現状】 

高齢者に対する虐待の防止及び早期発見のための取組や判断能力が低下した高齢者を支

援するための相談、成年後見制度についての情報提供を行う支援事業を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、関係機関と連携するとともに、支援体制を整備していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

相談件数 ９ ７０ １０ １０ １０ １０ 
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④ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

【現状】 

高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、さまざまな関係機関とのネットワー

クづくりを推進するとともに、市内のケアマネジャーに対し、資質の向上を目的とした研

修会の実施や困難事例等に関する相談・助言等の支援を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、多職種間のネットワークづくりやケアマネジャーへの支援を行い、介護支援

専門員研修会以外にケアマネジャーと地域包括支援センター職員が気軽に集える場（機会）

を設けていきます。 

また、ケアマネジャーの資質の向上を図り、介護人材の定着につなげていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

研修開催回数 ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

 

 

⑤ 地域ケア会議 

【現状】 

包括的・継続的ケアマネジメント業務の効果的な実施のために、介護支援専門員、保健

医療及び福祉に関する専門的知識を有する者により構成される「地域ケア会議」を設置し

ています。また、高齢者一人一人が、その能力に応じて自立した日常生活を営むことがで

きるように支援する「自立支援型地域ケア会議」を開催しています。 

【今後の方向】 

個別事例において、多職種の視点を加えたケアマネジメント支援を検討し、併せて会議

であがった検討事項等から地域課題についての把握を行い、生活支援体制整備事業への提

言や介護保険事業計画への反映につなげていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

開催回数 １２ １１  １２ １２ １２ 
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４ 在宅医療・介護連携の推進 

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地域で、自分らしい暮らし

を人生の最期まで続けることができるよう、地域の医療・介護の関係者が連携し、包括的

かつ継続的な医療と介護を一体的に提供できる体制の構築を図っています。 

 

 

① 在宅医療・介護連携推進事業 

【現状】 

地域の医療・介護の資源を把握するため、医療機関、介護事業所等の関係機関に対し、

住所・連絡先、機能等の情報のアンケート調査を実施し、得られた情報を在宅医療サポー

トセンター、地域包括支援センター等と共有及び活用を図っています。 

平成２７年１１月に蓮田市、宮代町及び本市の２市１町による共同事業実施の協定を締

結し、在宅医療と介護の連携に関する地域の課題を抽出し、その対応策を検討する多職種

による「連携会議」や地域の在宅医療・介護関係者の連携を実現するため、多職種による

グループワーク等を活用した「研修会」を開催しています。 

平成３０年度から、久喜市を含めた３市１町において、在宅医療・介護連携を支援する

連携拠点（在宅医療サポートセンター）を南埼玉郡市医師会と連携して設置・運営し、地

域の在宅医療・介護関係者、地域包括支援センター、患者・利用者及びその家族等からの

在宅医療・介護連携に関する相談の受付や地域の医療関係者と介護関係者の連携調整を行

っています。 

ホームページへの掲載やリーフレットの作成等により、在宅医療・介護連携に関する取

組や連携拠点の普及啓発を図っています。 

【今後の方向】 

引き続き地域の医療・介護の資源の把握に努め、連携会議や研修会を開催して医療・介

護関係者との顔の見える関係を築くとともに、最近の動向の観点や地域の実情を踏まえた

ＰＤＣＡサイクルに沿った在宅医療・介護連携の取組を実施していきます。 

また、地域の在宅医療・介護連携を支援する連携拠点の充実や地域住民の在宅医療・介

護連携についての理解の促進に努めます。 

南埼玉郡市医師会や他市町と協力しながら、切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制

の構築を目指します。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

連携会議・研修会 

（回数） 
７ ６ ２ ６ ６ ６ 
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５ 認知症施策の推進 

今後急速な増加が見込まれる認知症高齢者とその家族が、住み慣れた地域で安心して暮

らし続けることができるように、医療機関や介護サービス及び地域の支援機関が連携し、

包括的な支援を推進しています。また、若年性認知症や高次脳機能障害等に対する理解の

啓発や、当事者への切れ目のないサービス提供を行えるよう障がい者福祉担当課と連携し

ながら支援体制の整備を行います。 

 

 

① 認知症初期集中支援チーム 

【現状】 

専門職（医師、保健師・看護師等の医療系専門職、介護系専門職）で構成されたチーム

を発足し、早期に認知症の診断を行い、速やかに適切な医療や介護が受けられるよう認知

症高齢者の初期対応を行っています。 

【今後の方向】 

認知症初期集中支援チームの啓発、認知症に対する理解を促し、地域包括支援センター

との連携による認知症高齢者の早期発見、早期対応を実現していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

支援者数 ２ ４ ５ ５ ５ ５ 

 

 

② 認知症地域支援推進員の配置 

【現状】 

認知症地域支援推進員は、認知症の専門的知識や経験を有した医師や保健師、社会福祉

士等が要件とされ、認知症対応力向上のための支援、医療・介護等の支援ネットワークや

相談支援体制の構築のため、各地域包括支援センターと市でそれぞれ１名ずつ配置してい

ます。 

【今後の方向】 

引き続き、認知症施策を中心的に推進していくため、認知症地域支援推進員を配置しま

す。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

配置者数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 
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③ 認知症ケアパスの普及 

【現状】 

認知症の人に対し、状態に応じた適切な医療や介護サービスが提供されるよう、「認知症

ケアパス（サービス提供の流れ）」を作成しています。 

【今後の方向】 

引き続き、認知症ケアパスに最新情報等を掲載し、周知を図ります。 

 

 

④ 認知症カフェの運営支援 

【現状】 

認知症になっても住み慣れた地域で安心して尊厳ある生活を継続していくことや、介護

している家族の介護負担の軽減及び意見交換等を図るため、認知症高齢者や介護している

家族、地域住民や医療・介護の専門職の方等が気軽に集える場となる認知症カフェの開催

を支援しています。 

【今後の方向】 

認知症高齢者、介護している家族、地域住民及び医療・介護の専門職が互いに情報を共

有し、地域のつながりを持つ場として開催されるよう支援します。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

開催箇所数 ３ ５ ７ ８ ９ １０ 

 

 

⑤ 認知症高齢者声かけ模擬訓練 

【現状】 

認知症高齢者や脳卒中の後遺症の高次脳機能障害者等のはいかい行為による事故を未然

に防ぎ、地域の見守り力を高めるため、はいかい高齢者の気持ちに寄り添った声かけ模擬

訓練を実施しています。 

【今後の方向】 

認知症高齢者声かけ模擬訓練を定期的に開催することで、はいかい行為を行う当事者の

気持ちの理解、早期発見・保護に対する課題を共有し、地域で支え合える力を高められる

よう取り組んでいきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

参加者数 ８８ １４４ ８０ ８０ ８０ ８０ 
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⑥ 認知症サポーター養成講座実施事業 

【現状】 

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症高齢者やその家族を温かく見守る

応援者となる認知症サポーターを養成するための講座を開催しています。 

【今後の方向】 

認知症サポーター養成講座を定期的に開催し、住民が受講しやすい環境を整えます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

参加者数 １９１ ２０５ ２００ ２００ ２００ ２００ 

 

 

⑦ はいかい高齢者等家族支援事業 

【現状】 

はいかい行為がみられる認知症高齢者や脳卒中の後遺症の高次脳機能障害者等を介護し

ている家族に対し、早期発見と事故を未然に防止するため、ＧＰＳ機能を搭載した端末機

の貸与やＱＲコード付きのステッカーの配布をしています。 

ＧＰＳ端末は、当事者がはいかいした際、端末の位置情報を検索し、早期発見・早期保

護を行っています。 

ＱＲコード付きのステッカーは、衣類に付ける耐洗ラベルと物に付ける蓄光ラベルの２

種類があります。 

【今後の方向】 

引き続き、事業の周知を徹底するとともに、家族の身体的・精神的な負担の軽減を図っ

ていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

ＧＰＳ利用者数 １ ２ ２ ２ ２ ２ 

ステッカー利用者数 ６ ８ ９ １０ １１ １２ 
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⑧ 認知症高齢者見守り事業（高齢者見守り支援ネットワーク） 

【現状】 

市内で活動している団体や民間事業者と連携し、地域で異変のある方や、何らかの支援

を要する高齢者を発見した際に、市へ連絡する体制を構築しています。 

【今後の方向】 

ネットワーク賛同団体を対象とした研修会を開催（年１回程度）し、見守り支援に対す

る認識の規範的統合を行うとともに、賛同団体を増やしていくための普及啓発をしていき

ます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

ネットワーク 
賛同団体登録数 

４４ ４６ ５２ ６０ ６１ ６２ 
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６ 生活支援体制整備の推進 

住民主体の活動団体、ＮＰＯ、社会福祉法人、社会福祉協議会、民間企業等の生活支援

サービスを担う多様な事業主体と連携を図りながら、高齢者を中心とした地域住民が地域

社会にかかわり、地域の互助を高め、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを推進

します。 

 

 

① 生活支援体制整備事業 

【現状】 

○生活支援コーディネーター 

高齢者の生活支援・介護予防の基盤を構築していくことを目的として、担い手や生活支

援サービスの発掘、介護予防活動の組織化・ネットワーク化、支援が必要な高齢者をサー

ビスにつなげること等、第１層生活支援コーディネーターを配置し地域に共通する課題へ

の対応や生活支援サービスの提供体制の構築に努めています。 

○生活支援体制整備協議体（ささえあいミーティング白岡） 

地域包括支援センターや地域の関係者、関係団体、生活支援サービスを提供する団体等

で構成する第１層生活支援体制整備協議体を設置・運営し、担い手や生活支援サービスの

発掘、介護予防活動の組織化・ネットワーク化、支援が必要な高齢者をサービスにつなげ

ること等、生活支援コーディネーターの補完組織として、地域に共通する課題への対応や

生活支援サービスの提供体制の構築に努めています。 

活動区域（日常生活圏域）を小学校区域とする第２層生活支援体制整備協議体を設置し

ました。 

【今後の方向】 

地域における課題の抽出や課題解決のためのサービスの発掘を推進し、生活支援サービ

スや介護予防サービス等の地域における多様なサービスの基盤整備を行います。 

活動区域（日常生活圏域）を小学校区域とする第２層の生活支援コーディネーターを配

置し、小地域ごとに課題を抽出し、第１層と連携しながら、対応策の検討をしていきます。 

引き続き、社会資源の把握に努めるとともに、今後の課題である人や社会とのつながり

の促進、地域づくりの活動への潜在的需要を活動につなげるための情報提供や機会の提供

等に対応していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

協議体会議開催回数 ６ ５ ５ ６ ６ ６ 
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７ 家族介護支援事業の推進 

高齢者を介護している家族の身体的・精神的・経済的負担の軽減や、要介護高齢者の在

宅生活の継続・向上を図るためのサービスを提供します。 

 

 

① 認知症高齢者見守り事業（高齢者見守り支援ネットワーク）（再掲） 

【現状】 

市内で活動している団体や民間事業者と連携し、地域で異変のある方や、何らかの支援

を要する高齢者を発見した際に、市へ連絡する体制を構築しています。 

【今後の方向】 

ネットワーク賛同団体を対象とした研修会を開催（年１回程度）し、見守り支援に対す

る認識の規範的統合を行うとともに、賛同団体を増やしていくための普及啓発をしていき

ます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

ネットワーク 
賛同団体登録数 

４４ ４６ ５２ ６０ ６１ ６２ 

 

 

② はいかい高齢者等家族支援事業（再掲） 

【現状】 

はいかい行為がみられる認知症高齢者等を介護している家族に対し、早期発見と事故を

未然に防止するため、ＧＰＳ機能を搭載した端末機の貸与やＱＲコード付きのステッカー

の配布をしています。 

ＧＰＳ端末は、当事者がはいかいした際、端末の位置情報を検索し、早期発見・早期保

護を行っています。 

ＱＲコード付きのステッカーは、衣類に付ける耐洗ラベルと物に付ける蓄光ラベルの２

種類があります。 

【今後の方向】 

引き続き、事業の周知を徹底するとともに、家族の身体的・精神的な負担の軽減を図っ

ていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

ＧＰＳ利用者数 １ ２ ２ ２ ２ ２ 

ステッカー利用者数 ６ ８ ９ １０ １１ １２ 
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③ 紙おむつ給付事業 

【現状】 

経済的負担の軽減を図るため、要介護認定を受けた高齢者を介護する家族に対して、紙

おむつ等の支給を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、事業の周知をし、紙おむつ使用者等の経済的負担の軽減を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

登録者数 ２９３ ３００ ３２０ ３４０ ３４０ ３４０ 
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８ その他の事業の推進 

 

① 成年後見制度利用支援事業 

【現状】 

低所得の高齢者に係る成年後見制度の市長申立てに要する経費や成年後見人等の報酬

の助成をしています。 

【今後の方向】 

引き続き、事業の周知をし、福祉の増進を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

助成件数 １ １ １ １ １ １ 

 

 

② 配食サービス事業 

【現状】 

栄養改善が必要で、傷病等の理由により食事の調理が困難な在宅高齢者に対し、栄養バ

ランスのとれた食事を提供するとともに、安否確認を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、高齢者の日常生活の支援を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

利用者数 ６５８ ６３７ ６００ ６１０ ６２０ ６３０ 
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③ 認知症サポーター養成講座実施事業（再掲） 

【現状】 

認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症高齢者やその家族を温かく見守る

応援者となる認知症サポーターを養成するための講座を開催しています。 

【今後の方向】 

認知症サポーター養成講座を定期的に開催し、住民が受講しやすい環境を整えます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

参加者数 １９１ ２０５ ２００ ２００ ２００ ２００ 
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第５章 福祉サービスの充実 

１ 居宅生活支援の充実 

 

① 緊急時通報システム 

【現状】 

ひとり暮らしの高齢者等を対象に、ボタン１つで受信センターを経由して救急要請が可

能な専用通報機を貸与します。 

受信センターには、看護師等が２４時間体制で常駐し、必要に応じて緊急活動や健康相

談を実施し、月１回の定期的な安否確認を行っています。 

【今後の方向】 

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯の増加により利用者の増加が見込まれており、

定期的に安否確認をすることにより、ひとり暮らしの高齢者等の不安を解消するとともに、

緊急時の円滑な対応を図るために積極的に事業を推進していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

設置台数 ３１１ ３０８ ３９５ ３１０ ３１０ ３１０ 

 

 

② 移動支援事業 

【現状】 

白岡市社会福祉協議会では、日常的に車いすを使用している方や歩行が著しく困難な高

齢者の日常生活上の利便性向上、社会参加活動、生活圏拡大を促進するため、福祉車両（車

いすごと搬送できる乗用車）の貸し出しを行っています。 

【今後の方向】 

福祉車両の貸し出しサービスの事業を一本に絞り、周知に努め、利用促進を図ります。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

運転手付き（件） ４６ ３４     

福祉車両貸出（件） １９ ２６ ２５ ３０ ３５ ４０ 
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③ 福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと） 

【現状】 

埼玉県社会福祉協議会から委託を受け、白岡市社会福祉協議会が実施している事業です。 

生活していくうえで、ひとりで判断することに不安のある高齢者、知的障がい者及び精

神障がい者が、安心して生活が送れるように定期的に生活支援員が訪問し、福祉サービス

の利用援助や手続き等の支援を行っています。 

【今後の方向】 

今後、団塊世代の高齢化、独居高齢者の増加に伴い、利用者の増加が見込まれます。利

用者の増加に対応できるように生活支援員の養成を行い人員確保、支援体制の整備を推進

していきます。 

また、契約中の方で判断力の低下が顕著な方については成年後見制度への移行手続きが

スムーズに行えるよう関係機関と連携を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

６５歳以上の契約者数 ４ ４ ４ ５ ６ ７ 

全契約者数 ８ ７ ８ ９ １０ １１ 

 

 

④ 救急医療情報キット給付事業 

【現状】 

高齢者が急病、事故等で救急搬送をされた場合、服用薬等の重要な医療情報をコンパク

トに収納し、医療従事者等に伝える救急医療情報キット（命のバトン）を配布しています。 

【今後の方向】 

引き続き、ひとり暮らし等の要援護者に配布していきます。 

また、消防署に事業の周知をし、連携を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

申請件数 ５７ ６２ ４０ ４０ ４０ ４０ 

 

 

 

 

 

 

 



第５章 福祉サービスの充実 

62 

⑤ 高齢者見守りキーホルダー事業 

【現状】 

外出に不安のある高齢者に個別の登録番号が記載されたキーホルダーを交付しています。

キーホルダーを身につけた利用者に万が一の出来事（交通事故等）が発生した場合、あら

かじめ登録されている緊急連絡先に地域包括支援センターから連絡しています。 

【今後の方向】 

引き続き、外出に不安のある高齢者に配布していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

申請件数 ― ― １９ ２５ ３０ ３５ 
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２ 福祉施設の展開 

 

① 養護老人ホーム 

【現状】 

養護老人ホームは、環境上の理由及び経済的理由により、在宅での生活が困難な方が措

置により入所する施設です。 

【今後の方向】 

入所措置にあたっては、入所対象者の生活環境や心身の状況を把握し、引き続き適正な

対応を図ります。 

 

 

② ケアハウス 

【現状】 

ケアハウスは、身体機能の低下や独立して生活することに不安がある高齢者が入居する

施設です。 

市内には１か所（定員３０人）設置されています。 

【今後の方向】 

高齢者の多様な住まいの一形態であり、入所対象者が原則として介護の必要のない人で

あることから、利用定員については、現状を維持します。 

 

 

③ 老人福祉センター 

【現状】 

高齢者の健康の保持増進、教養向上及びレクリエーション等のための便宜を総合的に図

る施設として設置されています。 

【今後の方向】 

各クラブ活動の拠点や広域利用者の集いの場として、健康増進と生きがいづくりの拠点

としての利用促進を図ります。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

延利用人数 ３０，１５４ ２８，９０２ ３，７７４ ３０，０００ ３１，０００ ３２，０００ 

※令和２年度は新型コロナウイルスの影響による一部休館 
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第６章 介護保険サービスの充実 

１ 地域密着型サービスの施設等の整備見込み 

地域密着型サービスについては、高齢者の適切な在宅生活の継続と、家族等介護者の就

労継続の実現に向け、定期巡回・随時対応型訪問介護看護を公募により整備します。 

 

■指定事業所数と整備の方針 

サービス種類 指定事業所数 整備の方針 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護  ― １か所 

夜間対応型訪問介護 ― なし 

地域密着型通所介護 ５か所 必要に応じて検討 

介護予防認知症対応型通所介護 
１か所 なし 

認知症対応型通所介護 

介護予防小規模多機能型居宅介護 
１か所 なし 

小規模多機能型居宅介護 

介護予防認知症対応型共同生活介護 
３か所 なし 

認知症対応型共同生活介護 

地域密着型特定施設入居者生活介護 ― なし 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 １か所 なし 

看護小規模多機能型居宅介護 １か所 なし 

 

■必要利用定員総数 

サービス種類 圏域 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

認知症対応型共同生活介護 
日勝 

８１人 ８１人 ８１人 
篠津・大山 

地域密着型介護老人福祉施設  

入所者生活介護 

日勝 
２０人 ２０人 ２０人 

篠津・大山 

地域密着型特定施設 

入居者生活介護 

日勝 
０人 ０人 ０人 

篠津・大山 
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２ 介護保険施設等の設置状況 

 

■介護保険施設等設置状況 

区分 サービス種類 設置状況 定員 

施設 

介護老人福祉施設 ４か所 ３３７人 

介護老人福祉施設 １か所  ９５人 

介護療養型医療施設 ― ― 

介護医療院 ― ― 

居住系 特定施設入居者生活介護 ４か所 ２６０人 

 

■特定施設入居者生活介護の指定を受けていない有料老人ホーム及びサービス付き高齢者

向け住宅の設置状況 

サービス種類 設置状況 定員 

有料老人ホーム ４か所 １１２人 

サービス付き高齢者向け住宅 ３か所 １２８人 
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第７章 健康、社会参加と生きがいづくり 

１ 高齢者の生きがいづくりの提供 

 

① 生涯学習の推進 

【現状】 

平成３０年１０月１日に開館した生涯学習センター〔こもれびの森〕を拠点として、高

齢者をはじめとする市民が、心豊かに充実した社会生活が送れるよう市民の意向や時代の

ニーズに応じた多様な学習機会と場の提供を行い、市民の主体的な学習を支援するもので

す。 

【今後の方向】 

子どもから高齢者まですべての人たちが生涯を通して楽しく学び、憩い、交流すること

ができる複合施設として、生涯学習機能、図書館機能、資料館機能が融合した一体的なサ

ービスを提供します。 

 

 

② ペアーズ！しらおかの推進 

【現状】 

「ペアーズ！しらおか」は、いつでも、どこでも、だれでも楽しく学べる生涯学習シス

テムとして、講座に参加することでポイントが獲得でき、自分の学びの成果を確認しなが

ら、楽しく学ぶことができます。 

また、各分野で専門的な知識を持つ個人や団体に「ペアーズバンク」に登録していただ

き、ペアーズアカデミーや公民館講座の講師として利用されています。 

【今後の方向】 

生涯学習センター〔こもれびの森〕を拠点に「ペアーズアカデミー」の内容の充実を図

るとともに、子どもから高齢者までの幅広い世代の市民が講座を受講できるよう開催日時

や申込方法を工夫するなど、受講しやすい環境整備に努めます。 

また、「ペアーズバンク」の登録・活用を促進し、市民が持つ知識や技術・経験を多くの

市民に還元し、市民とともに協働で企画・運営が図れるよう努めます。 
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③ スポーツ・レクリエーション活動の普及促進 

【現状】 

体力・健康づくりや参加者相互の交流を図るため、年間を通して様々な生涯スポーツ教

室や大会を実施しています。幅広い年代の方に楽しんでいただけるようにさまざまなニュ

ースポーツを実施しています。 

【今後の方向】 

今後も幅広い年代の方に楽しんでいただけるスポーツ事業の実施に努めます。新しい生

活様式に対応したスポーツの実施も含め検討していきます。 

 

 

④ 指導・相談体制の充実 

【現状】 

令和２年８月現在、スポーツ推進委員は１７人で、２０歳代から７０歳代までの委員が

生涯スポーツの教室等を運営・企画しています。 

また、スポーツ推進委員が参加者の状況に応じた適切な指導ができるよう各種研修会や

様々な生涯スポーツの実技研修会に参加しています。 

【今後の方向】 

子どもから高齢者、障がいのある方等への指導・相談に対応できるようスポーツ推進委

員の人員の確保及び外部の講習、研修会等に派遣します。 

 

 

⑤ スポーツ施設・設備の充実 

【現状】 

子どもから高齢者、障がいのある方等誰もが安心・安全にスポーツ施設が利用できるよ

う施設の適正な管理運営に努めています。 

【今後の方向】 

施設利用者が安心・安全にスポーツに親しめるよう施設の安全管理に努めるとともに、

設備の定期的な更新に努めます。 
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⑥ シルバー人材センターの充実 

【現状】 

白岡市シルバー人材センターが行う自らの生きがいの充実や、社会参加促進のための就

業機会の増大を図り、高齢者の能力を生かした活力のある地域社会づくりに寄与するため

の事業支援を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、自らの生きがいの充実や、社会参加促進のための就業機会の増大を図り、高

齢者の能力を生かした活力のある地域社会づくりに寄与するための事業支援を行っていき

ます。 

 

 

⑦ 就業支援サービスの提供 

【現状】 

本市では、ハローワークの求人情報をオンライン化し、最新の求人情報を求職者に提供

するとともに、関係機関と連携し就職相談に対応する等、就業の場の確保・創出に努めて

います。 

【今後の方向】 

埼玉雇用施策実施方針により、埼玉労働局が実施する「高齢者の就労促進を通じた生涯

現役社会」の実現に向けた就労支援を推進します。 

しかしながら、新型コロナウイルスの影響による景気の後退から高齢者の就労について

は、今後しばらくの間不透明な状況が続くものと考えられます。 

このような中にあっても当市としては、これまで通り、埼玉県が実施する高齢者の経験

等を踏まえたキャリアコンサルティングや求人情報の提供、ハローワークコーナーとの連

携によるシニア専門の再就職への取組等を支援します。 
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２ 社会参加の促進 

 

① 老人クラブ活動 

【現状】 

老人クラブ連合会は、高齢者が地域において老後の生活を豊かなものにするため、高齢

者が長年培ってきた経験や知恵を活かした「地域を豊かにする社会活動」等を行っていま

す。 

令和２年４月現在、２０クラブ、会員数は、１，０２２名となっています。 

健康増進を進める活動として「健康体操」、「グラウンドゴルフ」、「健康ダンス」、「ウォ

ーキング」、「写真」、「絵てがみ」を組織化して自主的に行い、「運動会」、「演芸の集い」等

レクリエーションも行っています。 

地域社会活動として、高齢者の閉じこもりを防ぐために各地域の集会所等において催し

を行うサロン活動や小・中学校を通して子どもたちとの交流を行っています。また、地域

への奉仕活動として市内の清掃や施設の清掃活動等を行っています。 

【今後の方向】 

高齢者にとって、身近な地域交流の場、生きがいづくりの場として、活動の活性化を支

援します。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

会員数（人） １，０１７ １，０５５ １，０２２ ９８０ ９９０ １，０００ 

 

 

② 世代間交流等の促進 

【現状】 

小学校区を単位とした支部社協の活動を推進しており、凧あげ大会、昔の遊びの伝承、

地域交流会、そば打ち配食、夏休みラジオ体操等のイベントを通して世代間の交流が行わ

れています。 

さらに、老人クラブでは、手作り雑巾の配布や手工芸教室の開催、生涯学習講座の開催

等を通じて、高齢者と子どもたちや青年層との世代間交流や地域間交流の促進を図ってい

ます。 

【今後の方向】 

様々な機会を通して、世代間の交流が行われるよう、活動を支援します。 
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３ 健康づくりの推進 

 

① 介護予防普及啓発事業（再掲） 

【現状】 

高齢者の介護予防・フレイル対策を推進するため、専門職による運動、栄養及び口腔等

に係る介護予防教室として「シニア元気アップ教室」を開催しています。 

トレーニングマシンを用いた筋力向上トレーニングや直径２０ｃｍほどの柔らかい球体

を用いた健だま運動を行っています。 

また、「シニア元気アップ教室」修了者に対し、運動継続化・習慣化を目的としたフォロ

ーアップ事業（フリートレーニング）を実施しています。 

この事業の実施により、健康寿命を延伸し、平均寿命との差の縮小させる効果が期待で

きます。 

【今後の方向】 

引き続き、運動、栄養、口腔のプログラムのほか、脳トレ等を行い、内容の充実化を図

っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

シニア元気アップ 
教室参加者数 

１４０ １４２  １８０ １８０ １８０ 

フォローアップ事業
参加者数 

（筋力向上トレーニング） 

３１，８１３ ２８，６５２  ３０，０００ ３１，０００ ３２，０００ 

フォローアップ事業
参加者数 

（健だま運動） 
４，１１２ ３，１５２  ３，０００ ３，２００ ３，４００ 
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② 地域介護予防活動支援事業（再掲） 

【現状】 

介護予防ボランティア（健だま運動指導員・トレーニングサポーター）の養成及びスキ

ルアップを目的とした研修を開催しています。 

また、市で養成した健だま運動指導員を講師役として地域や施設等へ派遣し、健だま運

動の普及を図るとともに、地域で自発的に健だま運動を行えるよう活動を支援しています。 

【今後の方向】 

引き続き、介護予防ボランティアの養成等を行い、地域で活動している住民主体の団体

に対する支援をしていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

健だま運動指導員 
研修参加者数 

９０ ３５  － ３５ － 

トレーニング 
サポーター養成研修 

参加者数 
－ （中止） － ２０ － ２５ 

健だま運動指導員 
派遣回数 

２ ８  ８ １０ １２ 

 

 

③ 地域リハビリテーション活動支援事業（再掲） 

【現状】 

高齢者の介護予防を推進するため、市内において住民主体で活動している団体にリハビ

リテーション専門職（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士等）を派遣し、介護予防のた

めのトレーニング及び技術的助言をする「白岡市地域はつらつ応援事業」を実施していま

す。 

【今後の方向】 

引き続き、住民団体への周知啓発を行い、リハビリテーション関係機関と調整し、地域

における介護予防を支援していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

派遣回数 ７ １０  １０ １２ １４ 

  



第７章 健康、社会参加と生きがいづくり 

72 

④ 感染症の予防 

【現状】 

高齢者が感染すると重症化しやすい、インフルエンザや肺炎球菌の感染を予防するため、

予防接種料金の一部を市が負担することで、予防接種を受けやすい環境づくりを図ってい

ます。 

インフルエンザ予防接種については、６５歳以上が対象者となることから、接種者は年々

増加しています。 

肺炎球菌予防接種については、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９

５歳、１００歳の方が対象者ですが、７０歳以上の対象者はすでに過去に対象者となった

方で未接種の方のため、対象者は減少しています。 

肺炎球菌予防接種は、年度当初のはがきの発送や未接種者の接種勧奨を行い、感染症対

策を図っています。 

【今後の方向】 

高齢者が感染すると重症化しやすい、インフルエンザや肺炎球菌の感染を予防するため、

予防接種について周知を図ってまいります。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

高齢者インフルエンザ

予防接種数（人） 
５，９５１ ６，６５７ ７，０００ ７，２００ ７，４００ ７，６００ 

高齢者肺炎球菌予防接

種数（人） 
１，３２４ ５６９ ４００ ４５０ ５００ ５５０ 

 

 

⑤ 特定健診等の実施 

【現状】 

特定健康診査等の実施により、疾病の早期発見早期治療につなげ、疾病の重症化予防に

努めています。 

【今後の方向】 

特定健康診査等の受診者が増加するよう周知啓発に努めるとともに生活習慣の改善を図

ります。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

特定健康診査受診率 ４０．６％ ４１．２％ ４２．０％ ４４．０％ ４６．０％ ４８．０％ 
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⑥ 後期高齢者医療健康診査等の実施 

【現状】 

後期高齢者医療健康診査等の実施により、疾病の早期発見早期治療につなげ、疾病の重

症化予防に努めています。 

【今後の方向】 

後期高齢者医療健康診査等の受診者が増加するよう周知啓発に努めます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

受診率 ２７．５％ ２８．７％ ３０．０％ ３２．０％ ３４．０％ ３６．０％ 

 

 

⑦ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施 

【現状】 

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ細やかな支援を実施するため、後期高齢者の

保健事業について、後期高齢者医療広域連合と市町村の連携内容を明示し、市町村におい

て、介護保険の地域支援事業や国民健康保険の保健事業と一体的に実施することになりま

した。 

【今後の方向】 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について、関係課及び関係機関と連携して体

制を整備します。 
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第８章 安心と安全の環境づくり 

１ 情報提供・相談体制の充実 

 

① 広報・啓発事業の充実 

【現状】 

介護保険制度の案内用パンフレット及び市の高齢者福祉サービスを記載したガイドを作

成し、配布しています。 

また、市のホームページにも掲載し、より多くの市民に対して情報を発信しています。 

【今後の方向】 

・高齢化の進行に伴い、高齢者に必要な保健・福祉サービスの種類は多様化していること

から、市の広報紙やホームページを活用し、介護保険制度をはじめとした保健福祉情報

を分かりやすく市民に提供するとともに、地域においては、出前講座を開催し、民生委

員等の協力を得ながら啓発活動を推進します。 

・介護離職防止への取組として、市内の中小企業を対象に出前講座等を行い、情報提供を

行います。 

・高齢者だけでなく、幅広い世代に死について考えることや準備をしてもらうことを目的

として、エンディングノートを作成・配布します。 

 

 

② 相談支援体制の整備 

【現状】 

介護保険制度や高齢者福祉サービス等に関する相談に対応できるよう、総合相談体制の

充実を図ってきました。 

相談件数は年々増加傾向にあり、その相談内容は多種多様なものとなっています。 

【今後の方向】 

地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する断らない包括的な支援体制を関係課

と連携して整備し、地域共生社会の実現に努めてまいります。  
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２ 虐待防止と権利擁護の推進 

 

① 権利擁護業務（再掲） 

【現状】 

高齢者に対する虐待の防止及び早期発見のための取組や判断能力が低下した高齢者を支

援するための相談、成年後見制度についての情報提供を行う支援事業を行っています。 

【今後の方向】 

引き続き、関係機関と連携するとともに、支援体制を整備していきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

相談件数 ９ ７０ １０ １０ １０ １０ 

 

 

② 高齢者の虐待防止 

【現状】 

高齢者の安全な生活を確保するため、各関係機関と連携しながら高齢者虐待の早期発見

及び早期対応を行い、養護者についても支援を行っています。 

【今後の方向】 

高齢者・障害者虐待防止ネットワーク運営委員会を年１回程度開催します。また、高齢

者の安全な生活を確保するため、各関係機関と連携しながら高齢者虐待の早期発見及び早

期対応、養護者についての支援も行っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

高齢者・障害者虐待 
防止ネットワーク 

運営委員会実施回数 
１ １ １ １ １ １ 
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③ 成年後見制度利用支援事業（再掲） 

【現状】 

低所得の高齢者に係る成年後見制度の市長申立てに要する経費や成年後見人等の報酬

の助成をしています。 

【今後の方向】 

引き続き、事業の周知をし、福祉の増進を図っていきます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

助成件数 １ １ １ １ １ １ 
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３ 安心・安全のまちづくり 

 

① 交通安全対策の推進 

【現状】 

高齢者の交通事故が多く発生していますが、事故状況を見ると、認知機能や身体機能の

低下による危険予測能力の低下、交通法規に関する知識の不足が要因と認められることか

ら、基本的な交通ルールの周知と交通安全の大切さについて呼びかける活動を推進してい

く必要があります。 

そのため、年４回、交通安全思想の普及・浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通

マナーの実践を習慣づけ、交通事故防止の徹底を図ることを目的とした交通安全に関する

キャンペーン等を実施しています。 

【今後の方向】 

埼玉県や警察、関係機関と連携を図りながら、高齢者を対象とした交通安全に関する講

話等を実施し、認知機能や身体機能の低下が運転に及ぼす影響の理解を深めていただくと

ともに、交通ルール等の周知を図ります。 

また、老人クラブ等の活動や民生委員による高齢者世帯への個別訪問の際に、交通事故

防止に向けた啓発活動を実施し、高齢者の交通安全意識の高揚を図ります。 

 

 

② 防災対策の推進 

【現状】 

大地震や豪雨等災害の際には、日頃からの地域での支え合いや見守りが、高齢者の命と

生活を守る重要な備えとなることが再認識されています。 

市では、「地域防災計画」に基づき、要配慮者の支援体制等、さまざまな防災対策に取り

組んでいます。 

また、浸水想定区域内にある要配慮者利用施設を対象に避難確保計画の作成を周知し、

地域の災害リスクの実情に応じた避難訓練の実施による防災意識の向上を図ります。 

引き続き、過去に発生した大地震や豪雨災害の教訓を生かし、地域における防災意識の

向上を図り、高齢者が安心して暮らせるまちづくりを進める必要があります。 

【今後の方向】 

各家庭や地域における日頃の備え等について啓発する他、介護事業所に対し、総合防災

訓練の参加を促すなどして、市民や介護事業所の防災対策の意識の向上を図ります。 

また、「地域防災計画」に基づき、要配慮者の支援体制や安否確認、避難誘導等の体制強

化を推進します。  
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③ 消費者被害防止対策の推進 

【現状】 

当市では、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯の増加に伴い、高齢者の消費者被

害は増加傾向にあり、深刻な問題となっており、消費生活センターの機能を拡充し、消費

者被害の予防・早期解決のため、相談業務や啓発活動を展開し、関係機関との連携に努め

ています。 

【今後の方向】 

高齢者の不安や悩みを相談できる場の確保、消費者被害を防止するための見守り活動等

の推進に努めます。 

また、埼玉県消費生活支援センターや地域包括支援センター、警察署その他関係機関と

の連携を図り、消費者被害の防止及び早期解決等の支援を推進します。 
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第９章 福祉のまちづくり 

１ 福祉の心の育成とボランティア活動の促進 

 

① 福祉教育の推進 

【現状】 

高齢者福祉をはじめとした福祉教育について、市内の全小・中学校の教育課程の中に位

置づけられています。各学校においては、福祉教育の推進のため、社会福祉協議会や老人

福祉施設等と連携・協力し、高齢者福祉について学び、理解する機会（高齢者とふれあう・

高齢者から学ぶ）を設けています。 

また、特に総合的な学習の時間を中心として、高齢者が生活していく上での問題点を調

べ、それらを解決していくために必要な支援や環境づくり等について、主体的・対話的に

学ぶ機会を設けています。 

さらに、特別の教科 道徳の時間には、体験から得られる福祉の心を一層伸長させ、福祉

に関する問題を解決していこうとする資質・能力の育成を図っています。 

【今後の方向】 

学校教育を通して高齢者福祉について、学び考える機会を設け、児童・生徒に福祉の心

を育成していきます。 

さらに高齢化が進むこれからの社会について、自ら主体的に関わり、高齢者福祉につい

て考えていくことができるように学習の充実を図り、日常の行動化へとつなげるよう、取

り組んでいきます。 

 

 

② 福祉活動への参加促進 

【現状】 

地域の特性を生かしながら住民主体で地域福祉活動を行う「支部社協育成事業」の担い

手としての福祉委員や、孤立防止のための居場所や仲間づくりを目的とした、「ふれあいい

きいきサロン事業」の世話人が、ボランティアとして活動しています。 

生活でちょっとした困りごとを地域の方がお手伝いしてくれる仕組みの「しらおか支え

あいサービス」において協力会員として活動しています。 

ボランティア体験、ボランティア養成講座等を通して福祉活動への参加促進を図ってい

ます。 

【今後の方向】 

各種事業を通して福祉活動への参加機会を提供していきます。 
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③ ボランティア活動の促進 

【現状】 

保健福祉総合センター内に設置している「白岡市社会福祉協議会ボランティアセンター」

を拠点として、ボランティアの発掘、育成、情報提供をはじめ、ボランティア登録、連絡

調整等の事業を行っています。 

また、ボランティアセンターには、ボランティア登録者・団体によって組織されている

ボランティア連絡会が設置されており、高齢者や障がい者等の支援ボランティアや学校教

育協力ボランティア等、個々の活動がより良いものとなるよう、学習会やコミュニケーシ

ョンの充実などを活発に行っています。 

【今後の方向】 

さらなる地域コミュニティの活性化を図るため、白岡市社会福祉協議会や行政区、自治

会、学校と連携して自主性と主体性を持った地域活動等を行い、市民がボランティア活動

に参加しやすい環境づくりに取り組みます。 

また、高齢者自身がボランティア活動に参加し、支えあいと生きがいづくりにつながる

よう、参加を促します。 
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２ 快適な生活環境の整備 

 

① 市道（都市計画道路を含む）の整備 

【現状】 

幹線道路である都市計画道路の整備については、歩行者等の安全を考慮し、歩車道分離

により整備されています。 

しかし、歩道の整備されていない市道も多く、高齢者にとっては、通行等の妨げとなっ

ているところもあり、地域の要望や実情を踏まえて整備を推進しています。 

【今後の方向】 

市道の整備にあたっては、「埼玉県福祉のまちづくり条例」等の諸基準に基づき、歩道の

勾配や段差等、高齢者等にも配慮した整備を行うとともに、バリアフリー化を考慮した道

路整備を推進します 

 

 

② 公園の整備 

【現状】 

都市公園については、「移動等円滑化の促進に関する基本方針」においてバリアフリー化

率の目標値が定められており、令和２年度末までの目標値は園路・広場及び駐車場を有す

る公園の割合６０％以上、トイレを有する公園の割合４５％以上です。 

市内の都市公園につきましては、各施設を有する公園におけるバリアフリー化率がいず

れの項目も目標値は達成しています。 

【今後の方向】 

公園整備に当たっては、子どもだけでなく、高齢者や障がい者など、誰もが安心して利

用できるようバリアフリー化を含めた環境づくりに努めます。 
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③ 交通弱者の移動手段の確保 

【現状】 

高齢者や駅・バス停から離れた地域にお住まいのいわゆる交通弱者の方の日常生活にお

ける移動手段を確保して、交通利便性の向上を図るため、デマンド型交通「のりあい交通」

を運行しています。 

年々、利用者は増加しています。 

【今後の方向】 

出前講座等で継続して市民への周知を図り、制度理解を促進しながら利用登録者及び利

用者の更なる増加を目指します。 

また、将来に持続可能なものとするため、定期的に市民アンケートを実施して市民の要

望を把握するとともに利用状況を分析し、交通弱者の方のニーズに合致した運行となるよ

う、改善に努めます。 

【実績と見込】 

 
実 績 見 込 

Ｈ30 Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ 

１日当たりの平均利
用者数（人） 

３８．１ ３７．１ ４０．０ ４０．０ ４２．０ ４３．０ 
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第１０章 介護保険事業の適切な運営 

１ 介護（予防）給付等サービスの量及び給付費の見

込み 
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２ 地域支援事業の量及び費用の見込み 
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３ 介護給付の適正化への取組 

 

① 介護給付費適正化事業 

【現状】 

真に必要な介護サービス以外のサービスが提供されていないかの検証等を行い、介護給

付費の適正化を図っています。 

 

・要介護認定の適正化 

認定調査結果について全件の点検を行います。また、認定調査員の資質向上を目的 

 とした研修等を行います。 

・ケアプランの点検 

  介護サービスの円滑な利用のために重要な役割を担う介護支援専門員にケアマネマ 

ネジメント力の向上のため、指導・助言を行います。 

・住宅改修等の点検 

  事前申請時の書面審査だけでなく、必要に応じて訪問調査を実施し、利用者の実情 

 を確認した上で給付の決定を行います。 

・医療情報との突合・縦覧点検 

  埼玉県国民健康保険団体連合会から提供される医療情報との突合票及び縦覧点検表 

 について請求内容を確認し、不適正なものは速やかに過誤調整や返還について介護サ 

ービス事業所へ指導します。 

・介護給付費通知 

  １年に２回サービス利用者に対し、利用したサービス事業所、介護保険給付額等を 

通知し、利用確認をしていただくことにより、利用者の意識を高めるとともに、事業 

所の架空請求、過剰請求の防止を図っていきます。 

 

【今後の方向】 

 介護が必要になった人が、心身の状況に応じて適正に認定され、自立した日常生活が

送れるよう適切なサービスを受け、また事業所が適切にサービスを提供するよう介護保

険の給付の適正化を図り、介護保険制度への信頼を高めていきます。 

 なお、ここでの取り組みを、白岡市介護給付適正化計画と位置づけ、国が示す介護保

険適正化主要５事業（要介護認定の適正化、ケアプラン点検、住宅改修等の点検、医療

情報との突合・縦覧点検、介護給付費通知）と埼玉県国民健康保険団体連合会が提供す

る給付実績の活用により埼玉県と協力して実施します。 
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４ 介護保険制度を円滑に運営するための方策 

 

１ 介護人材の確保 

  介護の仕事は、人を支え社会を支える大事な仕事ですが、介護関係職種の有効求人倍

率は全職業より高い水準で推移しており、介護人材の確保が問題となっています。 

  市では、県が実施している事業を周知する、事業の説明会場の確保に協力するなどし

て、県と連携してまいります。 

 

 

２ 介護分野の文書に係る負担軽減 

  介護分野の人的制約が強まる中、専門人材が利用者のケアに集中し、ケアの質を確保

するために、介護現場の業務効率化は急務であり、その一つとして文書に係る負担軽減

が求められています。 

  市では、国から示された介護分野の文書に係る負担軽減に関する基本的な考え方を受

けて、介護分野の文書の簡素化を実施しています。 

  今後も、更なる負担軽減に努めてまいります。 

 

 

３ 感染症に関する介護事業所への対応 

介護事業所が感染症発生時においてもサービスを継続するための備えが講じられてい

るかを定期的に確認し、また、感染拡大防止策の周知啓発に努めることで、注意を喚起

します。 
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１ 策定経過 
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２ 条例 
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３ 委員名簿 
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４ 諮問・答申 
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５ 推進委員会設置規程 
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６ 委員名簿 
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７ 用語集 
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